
監視指導・麻薬対策課   



1．最近の薬事監視等の年次別推移  

（1）許可（届出）施設数、立入検査施行施設数、違反発見施設数  

年次  

項目   

許可（届出）施設数   491，389  493，037  493，932  524，375  609，701   

立入検査施行施設数   202，832  205，174  197，653  209，086  229，292  

（117，802）  （119，717）  （116，406）  （134，468）  （135，043）   

違反発見施設数   8，519   8，629   8，830   7，678   9，241   

（）は「業務上取り扱う施設」、「医薬部外品販売業」、「化粧品販売業施設」に立入した数を除いた数字である。   

（2）違反発見件数  

年次  

項目   

無許可・無届業   133   269   191   274   279   

無許可品   427   457   461   315   469   

不良品   103   112   109   199   216   

不正表示品   249   266   235   196   149   

虚偽・誇大広告等   569   485   604   548   909   

毒劇薬の譲渡等   428   451   396   372   426   

毒劇薬の貯蔵陳列等   1，195   1，268   1，503   1，192   1∫292   

凡方せん医薬品の譲渡記録九   61   81   89   35   70   

制限品目の販売   224   170   229   168   213   

構造設備の不備   967   967   1，097   928   1，069   

製造販売後安全管理の不備  42   

品質管理の不備  63   

その他   8，068   7，805   8，049   7，319   8，035   

計   12，424   12，331   12，963   11，546   13，232   

（3）処分件数等  

年次  

処分内容等  

処  36   29   10   21  

分  3  3  

件  検査命令等  2  

数  廃棄等   2   4   0  

等   その他   6，819   6，372   5，805   2，728   4，214  

計   6，834   6，412   5，841   2，739   4，236   

告発件数  0   
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（4）平成17年度業種別薬事監視状況  
（平成17年」月～平成】8年3月東  

‡‡  遁   反   発   見   件   数  l年 度 中）  処 分 件 数 （年 度 中）  

可  拝  告  
届  正  可  寛  

件  
確  肌   洞  数  
ll  の  
戦  広  t  

掟  薫   昔  扶  
牧  等   列   不  

等   励   
年  

年度来  
拝  
止   度  

現在   中  
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注）平成17年蛙桐生行政報告伊‖こ上る  
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（5）平成17年度都道府県別薬事監視状況  

l主）平成17年度輔生行政擁告例に上る  
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2．無許可医薬品等発見数  

① 監視指導・麻薬対策課に報告された無許可医薬品等発見報告品目数は、次のとおり   

である（，  

13年   14年   15年   16年  17年   

室．薬 品   257   3 35   3 76   339   304   

健康食品関係）  （242）  （307）  （350）  （321）  （271）   

医薬部外品   4   6   7   6   10   

化 粧 品   12   14   21   13   10   

医療機器   26   2   42   24   24   

計   299   3 84   446   382   348   

② いわゆる健康食品の違反内容別件数  
監視指導・麻薬対策課に報告されたもので措置が済んだ違反内容別件数は、次のと   

おりである。  

ア 内容別違反件数  

違 反 内 容   16年  17年   

一光オ 233   214   
匝 0   0   

匝 0   0   

一日「  8白   63   （重複あり）  

イ 条文別違反件数   

違 反 条 文   16年  17年   

巨第12条（製造業の許可）   22   1   

巨第22条（輸入販売業の許可）   6   4   

巨第12条（製造販売業の許可）  15   

巨第13条（製造業の許可）  7   

左第14条（製造販売承認）  7   

Z4条（医薬品販売業の許可）   7   12   

う5条（販売・授与等の禁止）   113   64   

う8条（承認前の医薬品等の広告の禁止）   201   214   （重複あり）   
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3．回収件数年次推移  

平成13年度   平成14年度   平成15年度   平成16年度   平成17年度  

計  
計  計  

計  
計  

輸入  製造   輸入  製造  輸入  製造  輸入   

402  255  199  
416  

98  36  374  28  224  31  172  27   

244  308  292  370  
医療用具  322  

101  143  131  177  126  166  195  175   

14  12  24  15  
医薬部外品  9  

12  2   10  2   20  4   14  ロ   

34  52  72  60  
化粧品  62  

10  24   23  29   42・   ：30   28  32   

426  774  643  644  
計  809  

平成17年度医薬品等の回収件数及びクラス分類  

クラスⅠ   クラスⅡ   クラスⅢ   総計  

計   計   計   計   

医薬品   260   112   44   416   

医療機器   267   44   322   

医薬部外品   0   8   9   

化粧品   0   24   38   62   

計   271   404   134   809   

※クラスⅠ回収のうち、ロットを構成しない医薬品等であって   
同種他製品に不良が及ばず、かつ、当該医薬品等が使用され   
ないことが確実な事例以外のものは、11件。   

（うち医薬品1件、医療機器14件）  
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4．GMP等立入検査実施状況   

平成17年魔のGMP立入調査実施状況（調査実施数）  

コ   医薬品・医薬部外品  医  療  機  器  

総 数  新 規  更 新  品 目  通常査察  総 数  新 規  更 新  品 目  通常査察   

巨   19   3   0   10   6   7   3   2  

0   0   0   0   0   2   0   0   

4   0   0   3   0   0   0  

4   0   2   13   2   0   4   7  

4   0   0   4   0   2   0   0   0   2  

16   4   0   0   0   円   0  

28   0   4   23   0   9  

42   6   12   4   20   22   4   16   0   2  

24   0   4   9   6   2   2  

28   7   12   8   40   0   36   3  

116   8   18   18   72   104   2   0   2   100  

21   6   0   5   10   26   0   13   2   

72   0   60   181   93   18   69   

ロ   60   3   24   22   46   0   34   

9   0   7   14   0   2  

118   0   5   6   107   12   2   0   2   8  

21   3   9   8   2   0   0   

5   0   0   3   2   2   0   0   

0   0   0   0   0   0   

19   10   7   19   3   0   9   7  

42   0   0   30   12   0   0   0  

281   13   5   8   255   113   2   3   0   108  

60   10   10   29   55   9   3   2   41  

35   0   2   20   13   0   9  

38   0   0   29   9   8   2   0   6   0  

26   0   19   6   19   0   0   19   0  

84   7   4   49   24   149   7   12   111   19  

30   2   7   6   15   21   3   8   9  

105   69   0   35   0   3   0   8   

山   2   2   0   0   0   0   0   0   0   0  

0   0   0   0   0   7   3   0   4   0  

2   0   0   0   0   0  

23   0   3   15   5   16   0   2   13   

13   0   0   12   16   3   4   8  

70   42   27   0   6  0   0   5   

21   3   3   10   5   3   0   2   0  

8   2   5   0   0   0   0   0   0  

8   0   0   7   18   2   0   2   14  

0   0   0   0   0   0   0   0   

14   0   2   5   4   0   0  

29   0   2   18   9   8   0   0   7  

0   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

27   2   0   2   23   8   0   0   0   8  

7   2   0   0   5   8   0   6   

5   0   2   2   7   0   4   2   

島   0   0   0   0   0   0   0   0   O 0  

0   0   0   0   0   0   

汁  1，542   96   214   391   841  1，005   156   80   293   476   
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5．麻薬一覚せい剤事犯の推移  

一工法令別検挙人員（人）  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年   

麻薬及び向精神薬取締法   254   271   327   530   635   606   

うちヘロイン   48   36   43   75   16   23   

うちコカイン   63   58   55   66   82   44   

うち向精神薬   35   42   37   26   52   35   

うちMDMA等合成麻薬   83   113   138   272   450   472   

あ  へ  ん  法   67   49   55   55   68   13   

大  麻  取  締  法   1，224   1，525   1，873   2，173   2，312   2，063   

覚 せ い 剤 取 締 法  19，156  18，110  16，964  14，797   12，397   13，549   

計   20，701   19．955  19，219  17，555   15，412   16，231   
注1）厚生労働省・警察庁・海上保安庁の統計資料による。  

2．主な薬物の押収量（kg）但し、MDMA等錠剤型合成麻薬は（錠）  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年   

ヘ  ロ  イ  ン   
7．0   4．5   20．9   5．1   0．04   0．1   

コ  カ  イ  ン   
15．6   23．7   16．9   2．5   85．5   2．9   

あ  へ  ん   
9．0   11．4   5．8   6．5   2．0   1．0   

乾  燥  大  麻  
（大麻たばこを含む）   310．3   844．0   256．5   558．2   642．6   652．4   

大  麻  樹  脂   185．4   73．5   275．3   323．9   327．5   233．9   

覚  せ  い  剤  1，030．5   419．2   442．1   493．5   411．3   122．8   

MDMA等錠剤型合成麻薬   
了8，006  112，568  190．280  393，757  469，483  576，748   

注1）厚生労働省・警察庁・財務省・海上保安庁の統計資料による。   

3．覚せい剤事犯における未成年検挙者の推移（人）  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年   

乾せい剤事犯検挙者総数  19，156  18，110  16，964  14，了97   12，397   13，549   

うち未成年者   1，148   954   749   528   395   435   

うち中学生   44   16   7   23   54  45  
うち高校生  

主1）厚生労働省・警察庁・海上保安庁の続計資料による。   
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4．大麻事犯における未成年検挙者の推移（人）  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年   

家蚕〔   

1，224   1，525   1，873   2，173   2．312   2，063   
年者   

192   191   223   182   105  180  
生   

6   4   4   3   6   － 5  
校  

検挙者総  

うち未成  

うち中学  

うち高  

注1）厚生労働省一警察庁・海上保安庁の統計資料による。  

5．MDMA等錠剤型麻薬事犯における未成年検挙者及び20歳代検挙者の推移（人  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年   

総数   

83   113   138   272   450   472   
定年者   

※   ※   7   29   67   66  

注1）厚生労働省■警察庁・海上保安庁の統計資料による。  

注2）※の部分は、年齢についてMDMA単独で統計を取っていなかったため、不明   



6．啓発活動等の状況  

1薬物乱用防止キャラバンカー運行状況の推移  

年度  13年度   14年度   15年度   16年度   17年度   18年度  

（4～12月）   

設置台数（台）   8   8   8   8   8   8   

カ所数（カ所）   1，273   1，378   1，380   1，342   1，380   995   

うち小学校   506   696   725   791   787   555   
うち中学校   295   284   326   312   299   217   
うち高校   99   61   67   44   52   32   
その他   373   337   262   195   242   151   

見学者数（人）   220，832   236，653  211，242   174，313   175，461   103，608   

2 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動ヤング街頭キャンペーン実施状況の推移  

年度  13年度   14年度   15年度   16年度   17年度   18年度   

実  施  日  6月23．24日  6月22，23日  6月28，29日  6月26，27日  6月25，26日  6月24，25日   

カ所数（カ所）   550   610   610   600   620   690   

参加人数（人）   30，000   28，000   29，000   31，000   31，000   31，500  

注）参加人数については、主催者側の人数を計上した。   

3 平成18年度麻薬・覚せい剤乱用防止運動地区大会開催状況  

地 区 名   開 催 日   開 催 場 所   参加人数   

北海道・東北地区  10月27日（金）  山形市 山形テルサテルサホール   約 800人   

関東信越地区  11月15日（水）  東京都 イイノホール   約 了00人   

東海北陸地区  10月25日（水）  名古屋市 名古屋市民会館大ホール   約1，200人   

近 畿 地 区  10月29日（日）  京都市 シルクホール   約 800人   

中国・四国地区  10月24日（火）  広島市 広島国際会言義場フェニックスホール  約1，500人   

九 州 地 区  11月14日（火）  長崎市 長崎市民会館文化ホール   約1，000人   

沖 縄 地 区  11月 2日（木）  宜野湾市 宜野湾市民会館大ホール   約1，200人   

4 保健所薬物相談窓口における相談件数の推移  

年度  12年度   13年度   14年度   15年度   16年度   17年度   

相談件数（件）   

8，962   8，991   9，021   8，899   9，610   9．288   

うち保健所   4，913   5．575   4，595   4，578   5．802   5，373   

うち榊保健福祉センター   4，049   3，416   4，426   4，321   3，808   3，915   

注）平成12年度から精神保健福祉センターにおける薬物相談件数も計上した。  
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違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）対策  

○麻薬類似の有害性が疑われる物質で、アダルトショップ、インターネット等で販売されている  

○乱用による健康被害、麻薬等の乱用へのゲートウエードラッグ（入門薬）となるおそれ  
違法ドラッグとは  

その他の  

違法ドラッグ対策   

（1）麻薬に指定す   

べきものは迅   

速に指定  

（2）乱用防止啓発  

薬事法改正による違法ドラッグの規制  

○物質を指定して規制（指定薬物）  
■幻覚等を有する一定の物質★を厚生労働大臣が指定  

当旨定薬物  ・幻覚や中枢神経系の興奮、抑制の作用を有し、乱用されるおそれのある物質  
・具体的には麻薬類似化学物質、亜硝酸エステル類、幻覚植物成分から物質を個別に指定する予定  

○程屋薬物の製造等を禁止  
・医療、産業用等の一定の用途に供する場合を除き、製造、輸入、販売等を禁止  

薬物で ○指定ある疑いがある物品の検査命令等  

・厚生労働大臣又は知事は、指定薬物の疑いがある物品の検査を命令できる。検査命令を受けた者は、検査中は当該   
物品の製造、輸入、販売 等を禁止  

○違反行為に対する罰則を強化  
・無承認無許可医薬品：「3年以下の懲役又は300万円以下の罰金」→「5年以下の懲役又は500万円以下の罰金」  

施行期日：公布日（平成18年6月14日）から1年以内の政令で定める日   
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（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
 
（
第
二
条
関
係
）
 
 

（
定
義
）
 
 

第
二
条
 
 
（
略
）
 
 

2
～
1
3
 
 
 
（
略
）
 
 

（
目
的
）
 
 

第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
及
び
医
療
機
 
 
 

器
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
規
制
を
行
 
 

1
4
 
こ
の
法
律
で
 
 

目
次
 
 
 

第
〓
早
～
第
八
草
の
二
 
 
（
略
）
 
 

抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
 
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
 
 

う
と
と
も
に
、
指
定
薬
物
の
規
制
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
医
 
 

療
上
特
に
そ
の
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
研
究
開
発
の
 
 

促
進
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
衛
生
の
向
 
 

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

定
等
 
（
第
七
十
七
条
の
二
－
第
七
十
七
条
の
二
の
六
）
 
 

第
十
章
・
第
十
一
章
 
 
（
略
）
 
 

第
九
章
 
監
督
 
（
第
六
十
九
条
－
第
七
十
六
条
の
三
）
 
 

第
九
章
の
三
 
希
少
疾
病
用
医
薬
品
及
び
希
少
疾
病
用
医
療
機
器
の
指
 
 

第
九
章
の
二
 
指
定
薬
物
の
取
扱
い
 
（
第
七
十
六
条
の
四
－
第
七
十
七
 
 

条
）
 
 

「
指
定
薬
物
」
 
と
は
、
中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
 
 

（
定
義
）
 
 

第
二
条
 
 
（
略
）
 
 

2
～
1
3
 
 
 
（
略
）
 
 

（
目
的
）
 
 

第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
及
び
医
療
機
 
 
 

器
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
の
．
た
め
に
必
要
な
規
制
を
行
 
 
 

う
と
と
も
に
、
医
療
上
特
に
そ
の
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
 
 
 

器
の
研
究
開
発
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
 
 

、
保
健
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

目
次
 
 
 

第
≡
早
～
第
八
章
の
二
 
 
（
略
）
 
 

定
等
 
（
第
七
十
七
条
の
二
－
第
七
十
七
条
の
二
の
六
）
 
 

第
十
章
・
第
十
一
章
 
 
（
略
）
 
 

第
九
章
の
二
 
希
少
疾
病
用
医
薬
品
及
び
希
少
疾
病
用
医
療
機
器
の
指
 
 

第
九
章
 
監
督
 
（
第
六
十
九
条
－
第
七
十
七
条
）
 
 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）
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（
許
可
の
基
準
）
 
 

第
五
条
 
 
（
略
）
 
 
 

第
七
十
六
条
の
三
 
第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七
十
条
 
 

を
聴
い
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
 
 

1
5
・
1
6
 
 
（
略
）
 
 

。
）
 
を
有
す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
 
 

覚
せ
い
剤
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
 
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
 
 

法
 
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
 
に
規
定
す
る
大
麻
、
覚
せ
 
 

合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
 
（
大
麻
取
締
 
 

第
二
項
、
第
七
十
六
条
の
七
第
二
項
又
は
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
に
 
 

く
。
）
 
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
 
 

十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
 
に
規
定
す
る
あ
へ
ん
及
び
け
し
が
ら
を
除
 
 

四
号
）
 
に
規
定
す
る
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
並
び
に
あ
へ
ん
法
 
（
昭
和
一
 
 

い
剤
取
締
法
 
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
 
に
規
定
す
る
 
 

一
 
▲
・
－
1
J
 
 
－
一
ヽ
′
 
忘
芽
室
丁
堅
完
聯
巨
こ
 
 

二
 
 
（
略
）
 
 

一
 
（
略
）
 
 

イ
・
ロ
 
 
（
略
）
 
 

ハ
 
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
．
こ
の
法
律
、
麻
薬
及
 
 
 

び
向
精
神
薬
取
締
法
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
 
（
昭
和
二
十
五
年
 
 
 

法
律
第
三
百
三
号
）
 
そ
の
他
薬
事
に
関
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
基
 
 
 

づ
く
処
分
に
違
反
し
、
そ
の
違
反
行
為
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
年
を
 
 
 

経
過
し
て
い
な
い
者
 
 

ニ
・
ホ
 
 
（
略
）
 
 

5
 
 

4
．
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 

第
七
十
七
条
 
 

（
許
可
の
基
準
）
 
 

第
五
条
 
（
略
）
 
 
 

「
一
1
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
職
権
を
行
わ
せ
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
 
 
 

（
薬
事
監
視
員
）
 
 

二
 
 
（
略
）
 
 

一
 
（
略
）
 
 

イ
・
ロ
 
 
（
略
）
 
 

ハ
 
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
、
麻
薬
及
 
 
 

び
向
精
神
薬
取
締
法
 
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
、
毒
物
 
 
 

及
び
劇
物
取
締
法
 
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
 
そ
の
他
 
 
 

薬
事
に
関
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
そ
の
 
 
 

違
反
行
為
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
 
 

ニ
・
ホ
 
 
（
略
）
 
 

第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
七
十
条
第
 
 



第
七
十
六
条
の
六
 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
薬
物
 
 

第
七
十
六
条
の
五
 
指
定
薬
物
に
つ
い
て
は
、
医
事
若
し
く
は
薬
事
又
は
 
 

第
七
十
六
条
の
四
 
指
定
薬
物
は
、
疾
病
の
診
断
、
治
療
又
は
予
防
の
用
 
 

規
定
す
る
当
該
職
員
の
職
権
を
行
わ
せ
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
 
 
 

道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
は
 
 

、
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
職
員
の
う
 
 
 

ち
か
ら
、
薬
事
監
視
員
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
 
（
略
）
 
 

自
然
科
学
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
す
る
医
薬
関
係
者
等
 
（
医
薬
関
係
者
 
 

聞
又
は
雑
誌
に
よ
り
行
う
場
合
そ
の
他
主
と
し
て
指
定
薬
物
を
医
療
等
 
 

若
し
く
は
陳
列
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

用
途
」
 
と
い
う
。
）
 
以
外
の
用
途
に
供
す
る
た
め
に
製
造
し
、
輸
入
し
 
 

途
及
び
人
の
身
体
に
対
す
る
危
害
の
発
生
を
伴
う
お
そ
れ
が
な
い
用
途
 
 

そ
の
広
告
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 
（
次
条
に
お
い
て
 
「
医
療
等
の
 
 

で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
物
品
が
 
 
 

又
は
自
然
科
学
に
関
す
る
研
究
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。
）
 
向
け
の
新
 
 
 

の
用
途
に
使
用
す
る
者
を
対
象
と
し
て
行
う
場
合
を
除
き
、
何
人
も
、
 
 
 

（
指
定
薬
物
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品
の
検
査
等
）
 
 

（
広
告
の
制
限
）
 
 

（
製
造
等
の
禁
止
）
 
 

販
売
し
、
授
与
し
、
又
は
販
売
若
し
く
は
授
与
の
目
的
で
貯
蔵
し
、
 
 

第
九
章
の
二
 
指
定
薬
物
の
取
扱
い
 
 

臣
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
 
 

区
長
は
、
国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
職
 
 

員
の
う
ち
か
ら
、
薬
事
監
視
員
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 



第
七
十
六
条
の
七
 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
十
六
 
 

2
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
 
 

授
与
し
た
者
に
対
し
て
、
当
該
物
品
が
指
定
薬
物
で
あ
る
か
ど
う
か
に
 
 

第
七
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
て
貯
蔵
さ
れ
、
若
し
く
は
陳
列
さ
 
 

条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
て
貯
蔵
さ
れ
、
若
し
く
は
陳
列
さ
れ
て
い
る
 
 

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
物
品
を
貯
蔵
し
一
、
若
し
 
 

険
の
発
生
を
防
止
す
る
に
足
り
る
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
 
 

物
を
取
り
扱
う
者
に
対
し
て
、
廃
棄
、
回
収
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
の
危
 
 
 

売
さ
れ
、
若
し
く
は
授
与
さ
れ
た
指
定
薬
物
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
薬
 
 

指
定
薬
物
又
は
同
条
の
規
定
に
違
反
し
て
製
造
さ
れ
、
輸
入
さ
れ
、
販
 
 

く
は
陳
列
し
て
い
る
者
又
は
製
造
し
、
輸
入
し
、
販
売
し
、
若
し
く
は
 
 
 

れ
、
販
売
さ
れ
、
若
し
く
は
授
与
さ
れ
た
疑
い
が
あ
り
、
保
健
衛
生
上
 
 

れ
 
て
い
る
疑
い
又
は
同
条
の
規
定
に
違
反
し
て
製
造
さ
れ
、
輸
入
さ
 
 
 

が
で
き
る
。
 
 

き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
対
し
、
同
項
の
検
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 
 

く
は
授
与
の
目
的
で
陳
列
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
併
せ
て
命
ず
る
こ
と
 
 
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
検
査
を
受
け
る
べ
 
 
 

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
者
の
検
査
を
受
け
る
べ
き
こ
 
 

に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
物
品
及
び
こ
れ
と
同
 
 

の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
 
 

つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
又
は
厚
生
労
働
大
 
 

一
の
物
品
を
製
造
し
、
輸
入
し
、
販
売
し
、
授
与
し
、
又
は
販
売
若
し
 
 

（
廃
棄
等
）
 
 



第
七
十
七
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
条
第
十
四
項
の
指
定
を
す
る
場
 
 

第
七
十
六
条
の
八
 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
薬
物
 
 

2
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
質
問
に
つ
い
て
は
第
六
十
九
条
 
 

3
 
当
該
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る
場
合
に
は
、
第
六
十
 
 

2
 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
 
 

合
で
あ
つ
て
、
緊
急
を
要
し
、
あ
ら
か
じ
め
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
 
 

件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

者
の
店
舗
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
 
 

者
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
 
 

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 
 

第
五
項
の
規
定
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
は
同
条
第
六
 
 
 

造
し
、
輸
入
し
、
販
売
し
、
授
与
し
、
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
た
 
 

規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
 
 

該
職
員
に
、
同
項
に
規
定
す
る
物
を
廃
棄
さ
せ
、
若
し
く
は
回
収
さ
せ
 
 

よ
り
、
こ
れ
ら
の
物
を
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
て
い
る
者
又
は
製
 
 

九
条
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 
 

を
受
け
た
者
が
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
公
衆
衛
生
上
 
 

の
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

の
意
見
を
聴
く
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
当
該
手
続
を
経
な
い
で
同
項
 
 

又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
物
品
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
t
一
条
の
 
 

の
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
 
 
 

（
指
定
手
続
の
特
例
）
 
 

（
立
入
検
査
等
）
 
 

又
は
そ
の
他
の
必
要
な
処
分
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 



（
事
務
の
区
分
）
 
 

第
八
十
一
条
の
三
 
第
二
十
一
 
 

（
動
物
用
医
薬
品
等
）
 
 

第
八
十
三
条
 
医
薬
品
、
 
 

定
に
係
 
 

第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
第
三
項
 
 

第
七
十
六
条
の
八
第
 
 

と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
 
 

七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
〓
号
法
定
受
託
事
務
」
 
 

○  
次
項
に
お
い
て
単
に
 
 
 

て
い
る
事
務
は
、
第
一
 
 

さ
れ
る
薬
物
又
は
機
械
器
具
等
を
含
む
。
）
 
で
あ
つ
て
、
専
ら
動
物
の
 
 

た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
 
 

項
、
第
七
 
 

六
、
第
七
十
六
条
の
七
第
 
 

四
第
三
項
（
第
八
十
三
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
 
 

こ
の
法
律
 
（
第
二
条
第
十
四
項
、
 
 

第
七
十
六
条
の
六
、
 
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
 
 

第
九
章
の
三
 
（
略
）
 
 

り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
 
 

る
事
項
を
薬
事
・
食
品
 
 

十
九
条
第
三
項
並
び
 
 

十
七
条
、
第
八
十
一
条
の
四
、
 
 

「
第
 
 

号
法
定
受
託
事
務
 
 

第
七
十
六
条
の
七
第
 
 

項
 
 

医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
 
 

の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
 
 

一
号
法
定
受
託
事
務
」
 
 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
 
 

条
、
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
 
 

に
第
七
十
条
第
一
 
 

項
及
び
第
二
項
、
 
 

衛
生
審
議
会
に
報
告
し
 
 

又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
 
 

第
七
十
六
条
の
四
、
 
 

と
す
る
。
 
 

次
項
並
び
 
 

一
項
及
び
第
一
 
 

第
七
十
六
条
の
八
第
一
 
 

速
や
か
に
、
そ
の
指
 
 

と
い
う
。
）
 
と
す
る
 
 

に
第
八
十
三
条
の
 
 
 

（
治
験
の
対
象
と
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
 
 

第
七
十
六
条
の
 
 

一
項
の
規
定
 
 

と
と
さ
れ
 
 

（
事
務
の
区
分
）
 
 

第
八
十
一
条
の
三
 
第
二
十
一
条
、
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
 
 

（
動
物
用
医
薬
品
等
）
 
 

第
八
十
三
条
 
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
（
治
験
の
対
象
と
 
 
 

さ
れ
る
薬
物
又
は
機
械
器
具
等
を
含
む
。
）
 
で
あ
つ
て
、
専
ら
動
物
の
 
 
 

た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
 
 

第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
並
び
に
第
七
十
一
 
 

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
 
 

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
〓
号
に
規
定
す
る
第
〓
号
 
 

法
定
受
託
事
務
と
す
る
。
 
 

ヨ
痢
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
 
 

（
第
八
十
三
条
の
五
第
－
一
項
に
お
い
て
準
侍
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
 
 

除
く
。
）
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
 
 

、
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
省
令
」
と
、
第
二
条
 
 

こ
の
法
律
 
（
第
八
十
一
条
の
四
、
 
 

第
九
章
の
二
 
 
（
略
）
 
 

次
項
及
び
第
八
十
一
l
 
 

す
る
市
又
は
特
別
区
 
 

一
条
の
四
第
三
項
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む
。
）
 
を
除
く
。
）
 
中
 
「
厚
生
労
働
大
臣
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
農
林
水
産
 
 

大
臣
」
 
と
、
「
厚
生
労
働
省
令
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
農
林
水
産
省
令
」
 
と
 
 

、
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
 
「
人
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
 
 

動
物
」
 
と
、
第
八
条
の
二
第
一
項
中
 
「
医
療
を
受
け
る
者
」
 
と
あ
る
の
 
 

は
 
「
獣
医
療
を
受
け
る
動
物
の
飼
育
者
」
 
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
 
 

号
口
中
 
「
又
は
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
若
し
く
は
」
 
と
、
「
認
め
ら
れ
る
と
 
 

き
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
申
請
に
係
る
医
薬
品
が
 
 

そ
の
申
請
に
係
る
使
用
方
法
に
従
い
使
用
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
医
 
 

薬
品
姐
有
す
る
対
象
動
物
（
牛
、
豚
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
動
物
 
 

と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 
に
つ
 
 

い
て
の
残
留
性
 
（
医
薬
品
の
使
用
に
伴
い
そ
の
医
薬
品
の
成
分
で
あ
る
 
 

物
質
 
（
そ
の
物
質
が
化
学
的
に
変
化
し
て
生
成
し
た
物
質
を
含
む
。
）
 
 

が
動
物
に
残
留
す
る
性
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 
の
程
度
か
ら
み
て
 
 

そ
の
使
用
に
係
る
対
象
動
物
の
肉
、
乳
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
 
 

生
産
物
で
人
の
健
康
を
損
な
う
も
の
が
生
産
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
 
 

と
に
よ
り
、
医
薬
品
と
し
て
使
用
価
値
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
 
 

と
、
同
条
第
七
項
中
 
「
医
療
上
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
獣
医
療
上
」
 
と
、
第
 
 

、
 
 

、
 
 

十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
 
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
」
 
と
あ
る
の
 
 

は
 
「
動
物
の
生
産
又
は
健
康
の
椎
持
」
 
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
 
「
 
 

都
道
府
県
知
事
 
（
専
ら
薬
局
開
設
者
、
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
、
製
 
 

造
業
者
若
し
く
は
販
売
業
者
又
は
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
飼
育
動
物
 
 

診
療
施
設
の
開
設
者
に
対
し
て
の
み
、
業
と
し
て
、
医
薬
品
を
販
売
し
 
 

又
は
授
与
す
る
一
般
販
売
業
 
（
以
下
 
「
卸
売
一
般
販
売
業
」
 
と
い
う
。
 
 

）
 
以
外
の
一
般
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
店
舗
の
所
在
地
が
地
域
保
 
 

健
法
 
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
 
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
 
 

め
る
市
 
（
以
下
 
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
 
と
い
う
。
 
）
 
又
は
特
別
区
 
 

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
 
「
人
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
動
物
」
 
と
 
 

、
第
八
条
の
二
第
一
項
中
 
「
医
療
を
受
け
る
者
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
獣
医
 
 

療
を
受
け
る
動
物
の
飼
育
者
」
 
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
口
中
 
「
 
 

又
は
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
若
し
く
は
」
 
と
、
 
「
認
め
ら
れ
る
と
き
」
 
と
あ
 
 

る
の
は
 
「
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
申
請
に
係
る
医
薬
品
が
、
そ
の
申
 
 

請
に
係
る
使
用
方
法
に
従
い
使
用
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
医
薬
品
が
有
 
 

す
る
対
象
動
物
 
（
牛
、
豚
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
動
物
と
し
て
農
 
 

林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 
に
つ
い
て
の
残
 
 

留
性
 
（
医
薬
品
の
使
用
に
伴
い
そ
の
医
薬
品
の
成
分
で
あ
る
物
質
 
（
そ
 
 

の
物
質
が
化
学
的
に
変
化
し
て
生
成
し
た
物
質
を
含
む
。
）
 
が
動
物
に
 
 

残
留
す
る
性
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
 
の
程
度
か
ら
み
て
、
そ
の
使
 
 

用
に
係
る
対
象
動
物
の
肉
、
乳
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
生
産
物
で
 
 

人
の
健
康
を
損
な
う
も
の
が
生
産
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
 
 

、
医
薬
品
と
し
て
使
用
価
値
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
 
と
、
同
条
 
 

第
七
項
中
 
「
医
療
上
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
獣
医
療
上
」
 
と
、
第
十
四
条
の
 
 

三
第
一
項
第
一
号
中
 
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
動
物
 
 

の
生
産
又
は
健
康
の
維
持
」
 
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
 
「
都
道
府
県
 
 

知
事
 
（
専
ら
薬
局
開
設
者
、
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
、
製
造
業
者
若
 
 

し
く
は
販
売
業
者
又
は
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
飼
育
動
物
診
療
施
設
 
 

の
開
設
者
に
対
し
て
の
み
、
業
と
し
て
、
医
薬
品
を
販
売
し
又
は
授
与
 
 

す
る
一
般
販
売
業
 
（
以
下
 
「
卸
売
一
般
販
売
業
」
 
と
い
う
。
）
 
以
外
の
 
 

一
般
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
店
舗
の
所
在
地
が
地
域
保
健
法
 
（
昭
 
 

和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
 
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
 
（
 
 

以
下
 
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
 
と
い
う
。
）
 
文
は
特
別
区
の
区
域
に
 
 

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
 
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
都
道
府
 
 

県
知
事
」
 
と
、
同
条
第
二
項
中
 
「
卸
売
l
般
販
売
業
」
 
と
あ
る
の
は
 
「
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